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我が国の宇宙開発を
とりまく国際環境について

平成18年 5月 26日

文部科学省研究開発局参事官付

世界の宇宙開発の概況

(1)世界で、ロケットロ各分野の人工衛星含めたフルセットの宇
宙活動を行う国は、我が国日米国口欧州ロロシアロ中国ロインド
の6極 (カナダを加え、いわゆる「宇宙先進国J)であり、その
他 の 国 は

一
部 の 宇 宙 活 動 に と ど ま る 。 ※日経 い 種の比較は射添1、世界の主

なロケットま別添2の通り。

(2)宇宙開発は、多額の経費を要するとともに、リスクの高い分
野であり、特に国際協力が重要かつ不可欠。

(3)国際的な法規範・規制として、宇宙4条約(宇宙条約、宇宙損害責任
条約他)、ミサエと技術管理レジー基 MTC豊 等がある。

また、国際調整の場としては、国連宇宙空間平和利用委
員 全 (年1回 :本委員会、法律小委員会、科学技術小委員会)、ltL球 観 測 分 野

の地球観測衛星委員会(CEOS)等 がある。

さらに、複数システムからなる全球地球観測システム(GE
OSS)や 国際災害チャータ等の協力枠組みがある。  ,



米国の動向

(1)地球観測、宇宙科学等の各分野にわたり、世界最
大規模(我が国予算の約14倍)の手宙開発を展開。

(2)lSS計画から、新宇宙探査計画(月面基地建設、
次世代宇宙船口打上げシステムの開発等)※別添3ヘ

のシフト。

(3)ブッシュビジヨンを受け、2010年にはスペースシャ
トルを退役させ、それまでにlSSを完成させる方針で

あるが、米国財政の逼迫(ハリケ
ーンやイラク派兵

等の影響)により、実現が不確実な状況。

欧州ロロシアの動向
【欧州】

(1)EUの政策と密接に関連。経済成長、雇用創出、産業競争、
持続可能な開発、セキュリティE防衛等を目的とする宇宙技
術の利用。大きなプロジェクトとして、ガリレオ計画、全地球
的環境,安全保障監視システム(GMES)計 画。

{2)対米国という点で、我が国と抱える課題が共通(打上げ補
完、部品供給等)。近年、ロシアに接近(特に輸送系)。

【ロシア】

(1)我が国との協力の進展を希望。近年、欧州にも接近(クリッ
パー計画は、ロシア白欧州口日本の国際協力で行いたい意
向。)。

(2)我が国小型衛星のロシアロケットでの打上げ等、民間ベー

スでの協力は進展している。 4



中国の動向

(1)国策として宇宙開発を急速に発展。長征ロケットは
1996年から46回連続成功。輸送系でのエンジン性
能、人工衛星における解像度や通信能力は我が国
に劣るが、運用実績では中国が大きく上回る。
(2)神舟5号 (2003年)、神舟6号 (2005年10月)の成
功等、独自に有人飛行を実施し実績を積み重ねて
いる。独自の手宙ステーション建設も視野。
(3)中国が主導するアジア太平洋宇宙協力機関
(APSCO)は 、8カ国が条約に署名(2005年10月)。
現在各国において国内手続き中(5カ国以上の批准
で発足)。

アジア太平洋各国の動向

(1)中国コインドは独自にロケット、人工衛星を保有、韓国・オー

ストラリアはこの地域において比較的宇宙予算の規模は大
きいが、他の大部分の国は、宇宙利用分野(リモセン・通信
分野での衛星データの利用等)を中心とする宇宙開発にとど
まっている。

(2)地理的にアジアモンスーン地域に位置し、これに起因する
洪水や山火事等の自然災害の対策としての衛星データの利
用に関心が高まっている。また、昨年末の津波の被害を受
け、インドネシアにおいては災害対策センター設立が課題。
(3)インドの技術レベルは一部分野で宇宙先進国並み。多くの
国とも包括的な協力協定を締結。特に地球観測白宇宙通信
の利用分野では頭著な活動を展開。



国際協力にあたっての原則①
1 共 通原則

(1)自律性、独自性、技術力の確保と国際協力とのバ
ランス(能力、財源を踏まえたプライオリティ付け)

(2)我が国の技術能力を積極的に活用した国際協力
(相互補完、得意分野、双務性・互恵性、市場可能
性等の国益を配慮)

(3)平和利用と国際的レジームとの調和

① 平和利用の原則
② 国際約束等の連守(宇宙4条約、ミサイル技術管
理レジーム(MTCR)等 )

(4招
ポ平乳轟緑る

~リレ(WTO、米にヨとα)間で

7

人工衛星の国際調達ルールについて

【いわゆる「90年合意」】・1 盤
繭緊繁戦播舗鶴器鶏見鵬郭鞠。

中これまで、通信衛星、放送衛星などの計13機 を国際競争入れにかけた結
果、MTSAT-2を 除く全てを米国企業が落札。

(問題点)
・「研究開発衛星」の国際的な定義(W「Oの 定義)よりも狭い
→ 国際競争入本田こかけなければならない範囲が広い
・」AXAの 衛星が研究開発衛星であるかどうかの協議申し立ては、米国の

費:誹2筆蘇臨を館潜粥翻繰荘駈苦
とされ櫛

→ 技術情報が米国に筒抜けになるリスクがある。
・紛争解決は、日米政府間での2国間交渉に委ねられている。

【VVTO】
'」AXAは VVTOの政府調達協定の非対象機関。



国際協力にあたっての原則②
2特 に、宇宙先進国との協力

(1)目的達成のために相互補売を目指す協力

(2)地球規模の問題(水循環、炭素循環、防災等)への取組み
や人類の知的資産の拡大を目指す活動

(3)我が国が得意なセンサー、ロボティクス等を通じた協力

(4)自律性向上の観点から、打上げ補完、部品の共通化が課
題

享韓輪蘇灘撥墨榔慧鍵魏凛稲
に活用。

①地球観測衛星データ利用(地図作成、災害監視、環境監
視、疲病対策)
②社会情報インフラとしての通信衛星の利用
③小型衛星開発技術
④人材育成
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APRSAFと APSCOlこ ついて
APRSAF(ア ジア大平洋地域宇宙機関会議)
(APRSAF:Asi3~PaO高 o Rerionai SPace A〔 enoy Forum)

峯老乙杏晶義単酔籍郭認越活思麟置尉等
の参加により、意見交換、情報交換
sける普及啓発等、国際協力の強化を目

指す会議。

文部科学省、宇宙航空研究開発機構の主催により、1993年以降ほぼ毎年開催。
知掴会合研争0月】Jよ日本、韓罫ポ芽卦尭窒品免鋤1黒 韮皇ゴ香者て翻 チ挙矛転斎「夕にて開催予定。
具体的取組事例として、「アジア防災・危機管理システム」構築の推進がある。

APSCO(ア ジア太平洋宇宙協力機構)
(APSCO「 Asia―Pao橋cS,ぅ 。e Coopereton Orgarjzat on)

掌昌毬農Pと
なって設立を目指している、アジア太平洋各国を加盟国とする国際

的92年に前身となる組織が発足、1994年から、APSCO設 立に向け検討開始。
2003年に各国に参加提案。

撃うすと民鴻啓盟瑞 ぎ猪ぉ鞠饉査缶ポ箱憩 鵠録ぞラ

墾騨発鏑溝勝題経務緑鞘旨裂観概圏路軒
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世界の宇宙機関の予算,人員の比較
( 別添 1 )

欧州
(予算 億円)   (人 員 人)

※ 米国政府資料等を基に文部科学省
研究開発局参事官付において作成

日本
(予算 億円)   (人 員 人)

米国
(予算 億円)   (人 員 人)

日本の予算は、2004年度予算.
米国の予算は、200 4年度予算を
200 4年の為替レートで換算。

合計!約38267 1合 計 3理
」AXA,■ 宙航空研究開発機構

NASA千 米国航空宇宮島
DoD i米 国日防絡省

ESA :欧 州宇宙機関

X 3欧 州の予算は ES Aの20 0 4年度の予算、
DL Rの20 0 3年度予算及びCN E S  A S I
B N s cの 各20 0 4年度予算からES Aに

対する拠出金を除いた額を、各々200 3年
又 ま200 4年の為替レートで換算.
■4 日本の人員ま 200 5年TO月1日時点
NAS Aの人員は、200 5年第4四半期
DoDの人員 よ、200 0年度
欧州の人員は、各宇宮機関の人員数
の200 0年～200 4年の公表値3

C N E Sフ ランスロ立宇自センター

DLR ■ イツ航空■宙センター

SI イ 'リア宇宙機関
BNSCイ キリス国立宇ロセンター

― 合計!約9706人

_          3NSC I旬 50人合計1約6603  A酎約1?0人`

合計i約2731 9LR拘6鮮
1約893ぃc約22

の他 約939

lloD

約2 2 6 0 0人

DoD

約2 1 6 5 9

NASA

16941人
NASA

約 1 6 6 0 8

D[R約 5100人

CNeS 孫 う2524

UAXA 1 648人

日本を「1」とした場合の米国及び欧州の比率

日本 米国
米国
(N A S Aのみ)

欧州

予 算 1 140 61 24

予算
(UAXAの み) 1 214 93 37

人 員 1 240 103 ｒ
０
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出典 :『 ぃternat onol Reference 6しao To space Launch Systems-4th Ea t o内J(米 国航空宇宙学会)
『Commorにa Space rrens,。rtat On euert。アンLaunch Roport』(米国連41航空馬)等
打上げ能力は  i nternot onal Refer。ぃ。。6u ae To soa。。と。unch System。どによる.

※ スベースシャトルの失敗は軌道投入の失敗をカウント (ベイロー ド就道投入矢惑 チ ャレシジャー事敬を含む コ ロンピア事故 ま含んでいない)
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(月叫,禾2)

寵

XH IAま 平成13年2月 末現在、

その他は平成17年末現在

ロケツト名 H― II H― IA デルタ田 V アトラスV タイタン血
入ベースシャト

Jレ
アリアンⅣ アリアシV ツ■―スU ブロトンK 長征34

国名 日本 米国 欧州 ロシア 中国

全長(m) 53 39′▼7, 58 4148 584 457～ 51 4 55 571 4,9‐ 435

全備畳量t) 260 289 250～ 733 333 2041 240～ 484 746 310 233～ 249

低軌道

打上げ能力(t )
i00 100

8 3 ( 皿)

91 ▼240(Ⅳ )

125▼

205

41～

1 5 4
不 明 不 明 19臣～ 210

6 0  1 1 2

(長征3 )

紳止トランスフア軌道

打上げ能力(1)
4 8 7

3 8 ( I l )

4 2 ～ 1 2 8 ( Ⅳ)

50

37
不 明 22～ 48 67‐ 100 17 49～ 55

15～ 5,

(長征 3)

打上ザ価格(億円)
1 7 0～

190
100 91-108

78～

1,1
不 明 540～ 900 73ヤ 138 150ヤ 186 36～ 60 72～ 102 30～ 84

打上げ運用初期
(20機未満)の成功手

714篤

(5'7)

8 8 8ヽ

18'9)

571ヽ

(4,7)

100略

(7'7)

750略

(15,20)

350,X

(17,20)

950ヽ

(19,20)

38ヽ

( 2 2 1 2 5 )

952ヽ

(20121)

550ヽ

(11120)

800ヽ

(16120)

打上げ実績が十分
な段階の成功軍

897ヽ

(140,156)

96511)(2

(1101114)

974ヽ

(1131116)

973ヽ

17791801)

889ヽ

セ73/30"

895ヽ

(34,38)



(別 添 3)

米国航空宇宙局(NASA)の新たな宇宙探査計画

米円の
′
|!11「株本のための大統付〔ビジョン( r`成 16年 1り!発表)をサキ体化する

もσ)と tンて、 r`成 17イt9)11911(米 呵時 ‖1)、NASA Li「 NASA s Exp10rattOn

A r c h t e c t u r eとして、l「たな
フ
i t t  i探介計口可をすこ衣した,肌要は以 fのとおり1 )

,スタく、一スシャ トル派/1りi!の

|||げ ロケットにより林釆

!1と力 一ヽゴ件 ()|への延搬

機、イitl:機など)を"け々 にす「

す)11げ、 4々1の林呆!1を7

1 1出1 ) 1向iに, |けイ:さi士る.
・l注初υ)イ1人サ!ミッションは

2 0 1 8イl iに実施、サ1にサ1【地を

投ドtし、大' 1 !以速の ミッシ

ョンに述を, iくⅢ
・クルーが搭禾する+1lillCヽ r e w Exploratton Vehicle(CEV)JはH除

'itll「ステ
ーションQSS)に t)3～ 6名 の体乗員又は貨物を輸送することがⅢ「Ⅲヒ(け町お

要)【では 1イliに6田 iSSに ||ち にげることを犯,定)で、 中
でに延サ|口F行ヒにすべく開たをJ4 1めているぃ

・クルーがf/‐来する CE Vは 、

第 1段にシャ トル‖1体ロケッ

トブースタ、第 2段エンジン

にシャ トルのメインエンジン

を利用した打上げロケット
「Crew Launch Vehicle(CLV)J

(低1りし道に25トンの十r ll,デ荷ヒ

カ)ですrら l iげ,】れるⅢ
・カーーゴ件はシャ トルのメイン

エンジンを5八 末ねたメイン

ブースターーに、 2ナ【のシャ
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次世代宇宙船 白打上げシステム

こLrj職級拘 |=げロケット (低軌



定上に'た人 125ト ンの打ち |とげ市ヒカ)で す「々)iげ に)れる。
・CL Vは 、シャ トル kり約 1 0竹宏企に林禾!1を打 Lげ.
・C E Vの カプセルは、アポロと 1様の形状で 3イ汁の大きさ(ドtイト約 5 5 m )中
・C E Vの カブセルは、l館 シヽール ドを交換 して最大で lo  Ⅲ「1にサ1可付ヒ十)
・サ1 1 1 ) (」也が投‖さオしれ,ず、 人打iが) 1 1 1にサ1主人6ヶ ) 1】けイ:」|た.
。1イiに最低 2口|のサ|ミッションを■施.
・C E Vは 、‖子来の火ナ|!ミッションに投人6名 のl‐禾l iを江般

―
することがⅢ「市ユ

・けl t 級打 l i げロケットによリカーーゴ牛 ( ブl ′ヽフⅢⅢ搬F I X 、活| | モ機イr ど) を打 L

げ .

・地球ⅢJ「lりと逆 Lで CEVと サ1ン、の逆服機 ,//11:機といッキングー
・7+出 |のサ!滞在後、オ

'FII:機
の 出;を使ってサ」から打,,iば、)!IJ口||ブし道で

CEVに ドッキングⅢ

lヽ‐禾!tを来せたCEVカ プヤルが人生〔昨|に1lf突人、パラシュー トをけ日き、村
; ■
ゃ

3.月 への飛行計画

来ゲ!といt 〕ヽ
と
,↓t,NASA′ )ラト‐ 2、′tビ ジかに,,け|




